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６月１９日に行われた保護者会の総会に参加しました。 

保護者の参加者は 14名。アトムの家庭数を考えると、決して多いとは言えない数ですが、園長として初めて参

加した私には、とっても活気がある総会に思えました。実は、数年前から保護者会に積極的に参加する人が少な

いこと、いつも決まった人だけが動いていているような気がしてさみしいという声も耳に入っていましたし、ア

トムのこともっと知りたいから参加したいと思う！という声もあれば、面倒だからできれば中心にはなりたくな

いという人たちの声もアトムの保護者会をなくして違う形で園を応援するという方法もあるのではないかと悩

むという声も度々聴くことがありました。 

こういった保護者から聞く声は、アトムだけではありません。意見が違ってトラブルに巻き込まれるのは面倒だ

し、共働きで時間もないなど、社会の中でもアトムの近隣地域でも保護者会だけでなく老人会も子供会も無くな

っている地域が増えています。 

でも私が総会で見た光景は、アトムに入園したばかりの新しい会員も、兄弟がいて長く保護者会の経験のある人

も、次々に自由に意見を交わす総会の様子は、思いがけないほど活気があってびっくりもしました。例えば、保

護者会費の額は今のまま据え置きでいいのか？この金額で苦しい人はいないか？ひとりしか子どもがいない家

庭と兄弟児がいる家庭で同額なのは不公平ではないか。一家庭、一役割の分担の中での帰宅部は必要か？帰宅部

イコールお手伝い部としてはダメか。いや帰宅部があることで負担感から救われる人もいるのではないかなど、

何時間もかけてひとつひとつの問題をどう解決していくのか熱心に何時間もかけて話をしていく様子は、私自身

の子育てで（我が子は地元の他市他園）経験してきた保護者会とは、まるで違う空気が新鮮でいいなぁと思いな

がら聞かせてもらっていました。 

その中に、４，５歳児の Tシャツが保護者会費からの配布されてきたことへの議論がありました。 

「０歳から５歳児までみんな同じように会費を払っているのに、４，５歳の子どもたちだけが Tシャツが配布さ

れるのは、途中でやめる人もいるかもしれないし不平等である」という疑問の声からのスタートです。 

少し、前提を補足すると、ここで、話題になっているＴシャツは、アトムフェスティバル（アトムの運動会）で

子どもたちが着用するもののことです。アトムフェスティバルには４，５歳のみが参加します。以前は子どもた

ちの名前がわかるようにシールをそれぞれの T シャツにつけることが多かったのですが、汗で剝がれてしまい、

剥がれた部分が気になってしまう子どもの姿もあるため、玉ねぎの皮で染めたり、アクリル絵の具で絵をかいて

名前を書くなど、保育の取り組みでアトムフェスティバルでも使用できる揃いの T シャツを作ることが増えて

いました。 

当初、使用する T シャツは家から持参してもらっていたのですが、期限までに無地の T シャツを用意するのが

けっこう負担だという声が保護者からあがったり、せっかく用意してもらっても素材によりうまく染まらなかっ

たりと保育士の苦戦も続き、それを知った保護者会のスタッフが、「４，５歳児のアトムフェスを応援しよう」と

保護者会で４，５歳児全員分を用意することを提案、決議してくれたのが 5年前です。 

今年の総会では、先に出た疑問に対し、当時の保護者会のメンバーでもあり今も現役保護者であるひとりのお父

さんが、当時の決定の理由について「うちの子よその子という区別ではなくて、どの子もみんなの大切な子ども。

その育ちをみんなで支え応援していこう」というアトムの理念、保護者会の理念が先にあると、Tシャツを保護

者会から贈ることになった経緯を改めて説明、発言してくれたのですが、そういうことを保護者にもっと伝えて

ほしいという意見や知らなかったという意見がありました。 

私は、その話を聞きながら、ふたつのことを思っていました。ひとつは「保護者も地域も一緒になって、我が子

だけでなく、みんなの子どもを育てている」という基本的なアトムの姿勢を私たち職員がしっかり懇談会や日々

の中で伝えきれていないのではないかという胸に刺さるがっかり感です。でも、ふたつめは、その一方で、コス

パ、タイパということが重要視され、ＡＩが様々なことを簡潔に解決することが進むこの社会にあって、こうし

て、ひとつひとつ、どうしてそう考えたのか、ひとりの疑問をおきっぱなしにせず長々と行きつ戻りつしながら

議論が続けられていることや、様々な違う意見をすり合わせながら、保護者会として子どもたちのために何がで

きるのか、何が園を支え、自分たち以外の家族のことを考えあうことなのかを必死に話し合おうとしているこの

お父さん、お母さんたちの姿こそが、アトムの保護者会が引き継ぎ続けてくれている「理念・大事なこと」なん

じゃないかと安心もするという気持ちです。 

 

 

 


